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監査範囲：バス事業部の安全管理体制

1．監査の目的

　輸送の安全管理体制が適正に構築され、有効に機能しているかの確認

2．監査の講評・所見

　監査の結果、概ね安全管理規定に基づき安全管理体制が構築されており、

　有効に機能している。

　新型コロナウイルス感染対策を早期に取り組まれていた。

3．優良事例

　新型コロナウイルス感染対策として、バス車内消毒・運転手、バスガイド

　への体調確認と検温・手指の消毒・マスク着用を徹底し、HPでも

　取り組みを情報公開。

4．指摘事項

　バス車内の除菌・コーティング加工を検討してはどうか。

5．前年度との比較

　物損事故件数　2019年度：2件　→　2020年度：0件

6．指摘事項に対する措置

　ウルトラミスト除菌コーティングを早急に検討し施工。


